

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た紹巴 目である か しれ
ない。菊代の説出を阻んだお夏
の目
であるのかもし な 。
そして、
帆田老人の濁った目であるのか
もしれない。彼らの目の中に、
白烏の眼力を感じ取ることができ
るのではないか
さらに、
＇＇「ヴェ
ー
ルの下に隠されているも
の
を
透視する」白烏の眼力は、
紹巴やお夏、
訊田
老
人だけでなく、
光
秀の中にも、宇野の中にも感じ
られる。
脱出
を
謀った菊代や、
雑
念を抱いた香川 中にも、
白烏の眼力は怪しげな光を放っている
ようである。
白烏の眼力というものは作品
全体に漕んでいる。そして、
思わ
ぬ所で不気味に光り、
私た
らの心を針のように突き刺す。臼烏の
五
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目はいったい何を
見ていたのであろうか．
白烏は闇の中
に
闇を
い
た。
闇を見つめる臭の目に映ろ闇の
存在を知っていた。彼は平凡な連歌師にも偉大な武将の運命を左右する魔力があることを知っていた。
一介の野武士が偉大な武将
の命を絶って
しまうという偶然も知ってい
た。白烏
は牛部屋を見
ていた
9
牛部屋の臭いを知っていた。
人は皆、
自分を取りまく環
境から脱出することは非常に困難であることを知っていた。
白烏
は工場の奥の一室を見ていた。彼は、
人が無意識のうちに雑念を
抱くこ
と
を知っていた。自分が意識し
ていない雑念を、
他人が見
抜いてしまう
ことがある
ということも知っていた。
そして、
白烏
は、
真実というものが、
思わぬ所に隠れていたり、
いつも見 い
るはずなのに案外見過とされがちになっている所から
、ひ
ょっこ
り顔を覗かせている とを
知っていたようである。
．白
鳥は現実を凝視する鋭い目
を持
っていた。
その目は、
どんな
些細なことも見逃さな 。彼は目に映るもの全てをしかと見つめ吸収する。彼は、
「ヴェールの下に隠されて
いるものを透視する」
眼力を備えていた。彼の目は毎日毎日繰り返 る人々の日々の営みを飽くことなく見つめる。平凡と思
われるそ
の営みの中に、
彼は現実 見出 。
そして、
その現実の中に真実の所在をつきと
める。彼の目は、
どのようなととにもたじろがず、
現実をしかと
見つ 力を持ち、
その現実の中に、
真実の所在をつきとめるカ
を持っていたのではないだろうか
。
月報第十八号
r中央公論」第四十一年第六号
五月一日発行
r太隔』第十四巻第十一号
「牛部屋の臭ひ」
r中央公論』第三十一年第五号
「光秀
と
紹巴」
六月一日発行
「不敵な面魂」
r正宗白烏全集』第二十二巻
昭和六十年四月一―-＋日発行
福武昏店
（昭和六十二年三月、
本学文学部卒業）
「凄ぃ眼」
日発行
「寂冥」
『新小説』第九年第十一巻
〈注〉
佐々木基一氏は「不敵な面魂」の中で、
白烏の作家論に関して
次の
よ
うに述ぺている。
わたしは正
宗氏の作家論からいくつ
か貴重な
ものを学んだが、
その一っは、
どんな偉人にもつねにつきまとってやまない、
一介の生き物と
して
の人間のもつ宿命
を、
しかとみつめてた
じろがぬ、
正宗氏の透徹した人間把握のゆるぎなさである。
白鳥は何を見
ていたのか
0
白烏はどのような眼力を持っていたの
か。＇これらの問四をさらに深く探っていくなら
ば、
佐々木氏が
、
白鳥の作家論か 学んだこ
とを、
私たちは彼の小説や戯曲からも
学ぶことができそうである。
大正五年
明治四十一年八月
明治三十七年十一月一
大正十五年
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